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１．はじめに
　文部科学省がまとめた「平成25年度総合型
地域スポーツクラブ育成状況調査」１）２）によ
ると，創設済み，または創設準備中の総合型
地域スポーツクラブの数は，全国で3,493ク
ラブとされている。そのうちの北海道は179
クラブで市町村育成率は59.8％となってお
り，全国育成率の79.0％を下回っている。ま
たクラブの現在の課題として，「会員の確保」
が74.7％，「財源の確保」が65.5％，「指導者
の確保（養成）」が62.6％があげられている。
これらから総合型地域スポーツクラブは，地
域に求められるスポーツプログラムを，安全
で効果的に指導できる体制で，継続可能な参
加費の徴収により，運営することが必要であ
ることと言い換えられる。そのため本研究で
は，総合型地域スポーツクラブの人的資源に
関する課題を解決することを目的として，運
動プログラムの指導者に必要な知識や技能を
身に付ける人材育成システムを作成すること
とした。特に健康スポーツを学ぶ学生が，運
動指導者として必要な実践的な技能を身に付
けることを中心に作成したものである。
２．総合型地域スポーツクラブ「スポルクラ
ブ（地域スポーツ）」の概要
　北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
では，地域住民の運動を通じた健康づくりを
目的に，総合型地域スポーツクラブ「スポル
クラブ（地域スポーツ）」を平成20年に設立
した。３）設立当初から対象を中高年とし，健
康スポーツプログラムを中心とした運動プロ
グラムを配置した。初年度の平成20年の１週
間当たりのプログラムは８種類11本であり，
地域の参加者は250名程度であった。設立２
年度目から１週間当たりのプログラムを増や
し，６年度目をむかえた平成25年度は，14種
類23本，地域の参加者は400名程度となった。
それぞれの健康スポーツプログラムの概要を
表１に示す。運動未経験者の参加を促すため
に，「生涯スポーツ」という初心者運動プロ
グラムを週４本配置している。また，プログ
ラムの類型としては，「ボクササイズ」や「ピ
１）生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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ラティス」，「ヨガ」，「エアロビック」，「水泳
水中運動」などスポーツ種目を固定させたも
の，「生涯スポーツ」や「トレーニング90」，「ト
レーニングジム利用」，「レクリエーションス
ポーツ」などスポーツ種目を固定させていな
いものの２類型を配置した。参加者は好みに
応じて気に入ったスポーツプログラムに登録
し参加している。
　また，指導者体制としては，スポーツ種目
を固定させたプログラムについては，外部の
専門運動指導者とし，健康運動指導士やエア
ロビックダンスインストラクター，ヨガ，ピ
ラティス等の指導資格を保有する者で，すで
に健康づくりに関わる運動指導に携わってい
る者とした。なお，「生涯スポーツ」はスポー
ツ種目を固定させていないプログラムである
が，初心者向けのプログラムであり，参加者
の動機づけに対して強い影響力が必要である
ことから，初心者向けの健康スポーツプログ
ラムについて充分経験を積んだ外部の専門運
動指導者が指導している。他のスポーツ種目
を固定させていないプログラムは，健康運動
指導士等の資格取得を目指す学生のうち，定
められた学習を終了して，スポルクラブでの
外部専門指導者のアシスタント等で充分な経
験を積んだものが担当している。
表１：「スポルクラブ（地域スポーツ）」プログラムの概要 
プログラム名 月額参加料 内容説明（パンフレットより）
生涯スポーツ 2,000円 簡単で無理のない運動や，音楽に合わせてカラダを動かすことで年齢・性別を問わず楽しめます。
生涯スポーツ
（Step Up） 2,000円
生涯スポーツのStepUpクラスです。担当者が週によって代わり飽きの
こない内容です。
トレーニング90 2,000円 様々なトレーニングマシン・トレーニング方法を紹介していくプログラムです。男性にもおすすめです。
レクリエーションスポーツ 2,000円 ニュースポーツといわれる初めての方も気軽に運動できるスポーツ種目を行う「楽しむ」プログラムです。
リズム体操 2,000円 姿勢改善・柔軟性の向上など，ご自身では難しい目標達成をサポートし心身ともに健康にするプログラムです。
リラックスヨガ 2,900円 基本的なヨガのポーズを取り入れ，運動・呼吸などからリラックスを狙っていきます。肩の力を抜いて参加してみてください。
ピラティス 2,900円 姿勢改善・柔軟性の向上など，ご自身では難しい目標達成をサポートし心身ともに健康にするプログラムです。
はじめてボクササイズ 2,000円 音楽に合わせて，ボクササイズを行っていきます。脂肪燃焼・ストレス発散などを狙ってみんなで汗を流していきましょう！
エアロビック 2,000円 リズムに合わせてカラダを動かしていきましょう！汗を流してカラダとココロを開放して脂肪燃焼・ストレス発散していきましょう！
トレーニングジム利用 2,000円 個人個人でトレーニング室の用具を使って運動したい方におすすめです。指導員を配置していますので気軽にお声がけ下さい。
水中体操 2,900円 水中で，水の浮力･抵抗などの特性を生かし，運動がはじめての方でも気軽に参加いただけるプログラムです。
水泳水中運動 2,900円 水泳の技術を向上したい方へおすすめです。クロール･背泳ぎの習得を目指します。
水泳水中運動
（Step Up） 2,900円
水泳の技術を向上したい方へおすすめです。StepUpでは平泳ぎ･バタ
フライ習得を目指します。
アクアフィットネス70 2,900円 水中ウォーキングや水療法，泳ぎの練習等を通して健康なカラダを作ります。運動が苦手な方にもオススメです。
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３．指導者育成プログラム
　前述したとおり，スポーツ種目を固定させ
ていないプログラムは，健康運動指導士等の
資格取得を目指す学生のうち，定められた学
習を終了して，スポルクラブでの外部専門指
導者のアシスタント等で充分な経験を積んだ
ものが担当している。学生は，健康運動指導
士等指導者資格に必要な講義科目や演習科目
を履修し，健康づくりのために必要な知識や
技能を学習しているが，実際の指導場面で具
体的な口述指導には慣れておらず，どのよう
な言葉のかけ方が意図する指導につながるか
について，スポルクラブでのプログラム指導
が知識や技能を深めるものとなっている。こ
れまでに，育成された学生指導者スタッフを
表２に示す。スポルクラブでの指導者を希望
する学生は，次のような育成プログラムに
よって育成される。４）
１）運動プログラムの体験
　指導を希望する学生は，スポルクラブマ
ネージャーの面談を通じて，スポルクラブの
設立経緯や運動初心者が継続することを目的
としたプログラム配置であることについて，
説明を受ける。また，スポルクラブに配置さ
れている外部専門指導者のプログラムに参加
し，参加者の属性やプログラムの具体的な流
れについて理解を深める。参加するプログラ
表２：「スポルクラブ」学生指導者数
 （平成23年度～平成25年度）
年　度 学生指導者スタッフ数
平成23年度 12名
平成24年度 12名
平成25年度 22名
ムは「生涯スポーツ」を必修とし，他の外部
専門指導者のプログラムを合わせて，最低５
本のプログラムに参加することを義務付けて
いる。「生涯スポーツ」を必修としているのは，
一つにはスポーツ種目を固定させていないプ
ログラムであり，学生が指導者として担当す
るプログラムと同様の類型であること，もう
一つにはこのプログラムに参加してくる参加
者の目的が，健康づくりとするものが多く，
講義や演習で学んだ知識や技能を具体的な指
導に活かされる場面が多いためである。これ
らの運動による健康づくりプログラムを体験
することにより，ホスピタリティ能力を増加
させる目的が達成されている。
２）アシスタントスタッフ
　外部専門指導員やすでに指導者として活躍
している学生指導者のアシスタントスタッフ
として，プログラムの準備やコンディション
チェックの補助，運動指導の補助などを行な
う。指導スタッフとしての自覚を高め，参加
者が安全に効果的な運動プログラムへ導くた
めの方略について研修を重ねる。特に「トレー
ニング90」や「トレーニングジム利用」など
のプログラムでは，参加者とのコミュニケー
ション機会が多く，その能力と言葉がけを含
めた指導技術を磨くことにつながっている。
アシスタント期間は，プログラム改定の時期
や学生の希望，指導技能の蓄積を踏まえ，３
カ月から６か月程度としている。この間，ス
ポルクラブマネージャーの補助業務も担い，
会員管理やイベント企画立案や実施補助など
も行なっている。（図１）なお，平成25年度
に開催されたイベントと補助スタッフ数は表
３のとおりである。
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図１：イベント「スノーシュー体験会」チラシ
３）指導計画の作成と指導企画
　アシスタントスタッフとして実践を重ね，
知識や技能が深まった学生は，運動プログラ
ムの企画やカリキュラムの作成，運動指導，
プログラム参加者の情報管理を行なってい
る。カリキュラム作成については，指導計画
を作成したのちに，マネージャーと充分な打
ち合わせを踏まえたうえで実際の指導にあた
る。指導終了後には指導日報を提出し参加者
の変化について細かく観察することを求めて
いる。
４）指導者研修会の開催
　学生指導者の指導技術の向上をはかるた
め，スポルクラブ主催による学生指導者研修
会，学生指導者ミーティングを開催している。
学生指導者研修会は外部講師による，水中運
動やトレーニング技術指導，レクリエーショ
ン研修会である。また，学生指導者ミーティ
ングでは，トレーニング技術指導研修や参加
者の症例研究としている。（表４）
４．まとめと今後の課題
　学生指導者を育成するために，以下のよう
にシステムを構築した。
１）運動プログラムの体験
表４：「スポルクラブ」学生指導者研修会（平成23年度～平成25年度）
年　度 指導者講習会 学生指導者ミーティング
平成23年度 １回（８月） 26回（４月から翌年３月まで）
平成24年度 １回（６月） 42回（４月から翌年３月まで）
平成25年度 ２回（８月，９月） 10回（12月から翌年３月まで）
合　計 ４回 76回
表３：「スポルクラブ」で開催されたイベント
と学生スタッフ数（平成25年度）
イベント名 学生参加者数
定期体力測定会（７月，10月，２月） 19名
らくらく軽登山 １名
大掃除忘年会 ８名
クロスカントリー体験 １名
スノーシュー体験会 １名
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２）アシスタントスタッフとしての実践経験
３）指導計画の作成や指導企画を伴う運動指導
４）指導者研修会の開催
　スポルクラブにおいて，学生でも安心して
指導できる環境を与えるため，参加者属性や
プログラムの意図が伝わるように配慮してい
る。また，徐々に指導者としての指導技術を
磨くためにアシスタントとしての経験を積み
上げている。実際の指導にあたっては，無理
なく安全に指導を行えるよう指導計画の作成
を義務としている。最後に研修会の開催で情
報共有や指導技術の向上に役立てている。結
果，平成25年度は22名の学生指導者を育成す
ることにつながることとなった。
　育成された学生指導者は３年生後期から任
されることが多く，運動プログラムを主体的
に指導できるまでには４年生となってからが
多い。より自律した指導者として，活躍でき
るよう，低学年時から育成が終了するように，
育成システムを改善することが必要である。
今後は，スポルクラブにとってはより安定的
に指導者を輩出すること，学生指導者にとっ
ては，より早い段階からスポルクラブで指導
できる育成システムを積み上げていくことが
課題として捉えられている。また，地域にお
ける運動教室の展開６）と連結し，スポルク
ラブで育成した指導者を地域に輩出して行く
ことが必要である。
５．付記
　本報告は，平成23年度から平成25年度文部
科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事
業」の助成を受けて実施したものである。
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